




The effect of differences in class style of active learning classes 
on understanding degree of classes by university students 
 




















ば須藤・安永（2011）では，小学 5 年生の国語科において，LTD 話し合い学
習法を取り入れた授業を実施している。具体的には，説明文の単元の中で，予







ニングに含まれる技法の一部（Table 1）を概観すると，小グループによる議  
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大当初の 2020 年 5 月段階では，約 96.8%の大学でオンライン授業（対面授業

















A 県内公立大学において「教育心理学」を受講した大学 2 年生 43 名（男性






授業形態は以下の 3 つである。この 3 つ授業形態を，全 15 回の授業の中で
3 回ずつ計 9 回実施した。各授業の学習テーマと実施回および授業形態を




































ごとに学習内容に応じた設問を 3 問前後出題した。  
(2)授業理解度：「授業は理解できた」について，当てはまるものを「とてもそ



















































に示す値は，Jaccard の類似性測度であり，関連が強い語ほど 1 に近づく。な
お，有効回答数は，交流型 127 件，思考型 120 件，観察型 128 件であった。
その後，抽出語と外部変数の共起ネットワーク図の描画を行った。15 回以上




Table 3 授業理解度の記述統計と分散分析結果  
M SD
交流型 4.52 .40 10.62 **
思考型 4.30 .43
観察型 4.52 .38










Figure 抽出語と外部変数の共起ネットワーク  
思う .222 子ども .265 評価 .242
感じる .152 知能 .180 子ども .227
学習 .150 教師 .166 思う .222
授業 .138 検査 .124 感じる .158
方法 .135 大切 .115 発達障がい .153
知る .128 学級 .112 見る .113
自分 .121 分かる .099 方法 .113
グループ .116 考える .091 自分 .104
人 .103 学業不振 .090 学ぶ .102










































































Table 5 授業形態別のクラスタごとの記述統計と分散分析結果  
 
授業形態 クラスタ M SD
第1 4.24 .25 45.08 **
第2 4.92 .21
第3 4.89 .17
第1 4.04 .28 43.98 **
第2 4.86 .17
第3 4.28 .25
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Appendix 抽出された頻出語（上位 150 語）  
 
抽出語 出現数 抽出語 出現数 抽出語 出現数 抽出語 出現数 抽出語 出現数
子ども 478 今日 53 保育 32 少し 21 様子 17
思う 450 指導 53 段階 31 出る 20 意識 16
感じる 232 重要 53 合わせる 29 小学校 20 意味 16
知る 182 グループ 52 内容 29 大事 20 確か 16
評価 175 学校 52 たくさん 28 短所 20 起こる 16
教師 167 活動 50 違う 28 YouTube 19 高い 16
授業 156 関係 46 発達 28 愛着 19 自己 16
方法 146 体験 44 変わる 28 結果 19 身 16
自分 140 今 43 教える 27 効果 19 担任 16
学ぶ 131 難しい 43 周り 27 相手 19 長所 16
大切 125 聞く 43 把握 27 伝える 19 年齢 16
分かる 124 関わる 42 影響 26 能力 19 配慮 16
考える 122 対応 41 合う 26 ファイブ 18 力 16
人 118 勉強 41 自身 26 レベル 18 可能 15
理解 117 集団 40 特徴 26 言う 18 観察 15
学習 106 改めて 39 ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲ 25 作る 18 機会 15
学級 101 原因 39 他 25 受ける 18 気づく 15
見る 95 ﾊﾟｰｿﾅﾘﾃｨ 37 不登校 25 場合 18 経験 15
必要 88 社会性 37 工夫 24 人間 18 言葉 15
知能 77 多い 37 仕方 24 ADHD 17 個人 15
発達障がい 75 持つ 36 楽しい 23 形成 17 行く 15
様々 74 教育 35 話 23 残る 17 講義 15
行う 65 学業不振 34 異なる 22 場面 17 使う 15
出来る 63 驚く 34 行動 22 色々 17 時間 15
それぞれ 62 今回 34 初めて 22 特性 17 取り組み 15
問題 59 テスト 33 生活 22 入る 17 大人 15
良い 59 環境 33 一人ひとり 21 変える 17 頭 15
検査 57 気持ち 33 印象 21 面白い 17 部分 15
実際 56 適切 33 関わり 21 役割 17 友達 15
動画 56 支援 32 気 21 役割取得 17 話す 15
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